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企業
SDGs

企業課題
アイデア

課題解決

イベント
内 容

企業や行政の課題について
高校生と一緒に考える
（対象：高校生、高校教員、企業・団体担当者）

WEBサイトInstagramFacebook

第５回

SDGs 探究 
交流イベント
企業課題から学ぶ
リアル探究活動！！

　９/28土
13:00 - 17:00（予定）

会場

２
０
２
４

ちゅうぎん岡山駅前ビル
４階会議室

（岡山市北区本町2 -5）

・ 企業の取組むSDGsの活動が
わかる。

・ 行政の取組について学ぶこ　　
とができる。

・ 岡山県の環境問題について知
ることができる。

・ 自社の取組についてアイディ
アをもらえる。

・ 高校生の柔軟な発想を知るこ
とができる。

・ 岡山県の環境問題について知
ることができる。

高
校

企
業

岡山県の気候変動について考える（ゲーム型ワーク・ディスカッション）

フリー交流（参加者同士で自由に交流して頂けます）

企業の取組むSDGsの課題について発表
高校生と教育関係者が、企業が抱えるSDGsの課題を考える
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岡山県版気候変動のミステリーの目的

ゲームワークの特徴

ゲームの進め方

　気候変動は、農作物被害や熱中症等の健康被害の増加等様々な影響をもたらしています。
　気候変動を抑えるため、その要因である二酸化炭素 (CO2) をはじめとする温室効果
ガスを減らす「緩和策」と、既に起こっている、または起こりつつある 気候変動の影
響にどのように対応していくかを考え、実行に移すための「適応策」を併せて進めて
いくことが重要です。
　気候変動の深刻化とともに世界、日本、そして岡山県で実際に起きていること、こ
れから起きる可能性があることについて学び、気候変動が自分たちの身近な問題であ
ることを認識することが、重要となっています。
　「岡山県版気候変動のミステリー」は、これらのことをゲーム感覚で楽しく学ぶこと
を目的に開発した教材であり、参加者が以下の 4 つを習得できることを目指していま
す。

１）気候変動の複雑な要因を理解し、それぞれの関係性を理解できるようになる。
２） 気候変動の緩和策や適応策にはどのようなものがあるのか、世界や日本の事例を基に学ぶ。
３）既に起こっている気候変動の影響や、その対策 ( 緩和策や適応策 ) を理解する。
４） 気候変動に関連する岡山県でのさまざまな事象を知ることによって、気候変動の問題を身近なものとして捉える。 

　ゲームワークでは、参加者同士が既に持っている知識や情報を生かし、協力しながら物事の複雑な事実関係を把握し、その構
造化を行う ( システム思考の開発 ) ことを目指しています。
　ミステリーカードを並べる共同作業の中で、能動性、コミュニケーション能力、説得力等が必要とされるため、伝達する力や、
議論の能力の強化、批判的に考える思考、問題解決の力が身につく等の効果も期待できます。

発行：岡山県 環境文化部新エネルギー・温暖化対策室            岡山県 環境文化部 脱炭素社会推進課 × 
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日本全体でブリの漁獲量が

増加しており、特に北海道、

東北海域で増加が目立って

いる。

海水温の上昇がブリの増加

の理由の一つとして考えら

れている。

図出典：北海道におけるブリ漁獲量の推移(農林水産省) (https
://www.j

fa.maff.
go.jp/j/

kikaku/w
paper/r0

2_h/tren
d/1/t1_3

_5.html)
  

平成 30 年７月豪雨では、西日本を

中心に全国的に広い範囲で記録的

な大雨が降り、河川の氾濫や浸水

害、土砂災害等が発生した。

豪雨の原因の一つに、線状降水帯の

発生が挙げられる。

参考:平成 30年７月豪雨の局地的な特徴（気象庁気象研究所）(https://ww
w.mri-jm

a.go.jp/
Topics/H

30/30111
0/02-2.p

df)  

図出典：気候変動適応情報プラットフォーム

岡山県倉敷市の児島地区は、国

産デニム発祥の地として知ら

れている。

倉敷市には、長く着られて、リ

サイクルしやすいデザインの

デニムの販売や、デニム製品を

回収して、新たな製品を作る取

組みを行っている企業がある。

写真提供：岡山県観光連盟

北海道におけるブリ漁獲量の推移

第５回 プレゼンテーションイベントのご案内
日　　時　：　2025年１月25日(土) 10：00～17：00（予定）
場　　所　：　おかやま未来ホール
　　　　　　　（岡山市北区下石井１丁目２－１ イオンモール岡山５F）
内　　容　：　高校生によるSDGsに関する取組のプレゼンテーション・表彰など
参加申込　：　募集中～2024年12月９日（月）（予定）（先着順、20チーム程度）
  　→ 詳細については、webサイトに随時掲載いたします。

プレゼンテーションイベントへの参加チームを募
集中です。
参加をご希望のチームの方は、
webサイト「イベント参加につ
いて」プレゼンテーションイベン
トよりお申込ください。

弊会では、高校生・高校教員と企業が関わり合う
機会を設け、ともにSDGsに関する課題に挑むこ
とをサポートし、取組の深化へと
伴走していきます。
事業の趣旨をご理解いただきまし
て、ご協賛を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます

イベント参加について

会場内でのお願い
●  マスクの着用については任意です。手指消毒等の基本的な

感染対策をお願いいたします。
●  ４階会議室以外のフロアへの立ち入りはご遠慮ください。
●  お手洗いは会場を出て右手奥にございます。

第５回BeLive SDGs探究交流イベント会場配置図

●  自販機がございませんので、飲み物が必要な方は、建物を出
て左手のコンビニをご利用ください。

●  会場内では、携帯電話をマナーモードにしていただきますよ
うお願いいたします。

本日参加いただいた企業様以外にも、県内のSDGsに
取組む企業様がたくさん掲載されています。
探究活動にぜひ活用してください。

https://okadoyu.jp/wp2018/wp-content/uploads/2021/03/SDGs-Maplow.pdf

おかやまSDGsマップ

For high school students 

COMPANY GUIDE BOOK 
2021

おかやま
SDGsマップ

おかやまの未来を、一緒に考えよう。

お
か
や
ま
S
D
G
s
マ
ッ
プ

協賛のご案内

本日はご参加ありがとうございま
した。今後のイベント運営の参考
にしますので、右記のQRコードよ
りアンケートにご協力ください。

高校生が取組んでいる探究活動のまとめを企業・
教育関係者の皆様にアドバイスいただけます。

日程：2024年11月16日（土）
場所：未定
対象：高校生、教育関係者、企業担当者
内容：活動の総仕上げ

参加者アンケート第５回BeLive 探究活動ブラッシュアップイベント（予定）

学習内容 参加者の活動 留意事項
ミステリーに 
ついて 4 人の班に分かれる。 ４～５人のグループで行う。

ミステリーの
体験

3 つの異なる話を注意深く聞き、
その後に語られる質問を解決する
ために、ミステリーカードを並べ
替える。

・ ミステリーをどのようにして解くのか、カードを使って考えてもらう。
・ 線形にカードを並べている班があれば、より複雑に考えるように促す。
・似た者同士のグループ分けをするものではないことを伝える。

ミステリーの
結果発表

 ・ 並び替えたミステリーのカード
を見せながら、 結果発表 「なぜ
このように並べたのか」を論理
的に説明する。

・他班の発表を聞く。

・カードの並べ方は 1 つではないことを理解させることが重要。

振り返り 指導者の説明を聞く。 ミニワー
ク等を行う場合は発表する。

・ 参加者が明らかに間違った解釈で並べている場合は、補足説明を行う。
・ 参加者に、気候変動の問題を一言でまとめさせるミニワークも可能。

発行：岡山県 環境文化部新エネルギー・温暖化対策室            岡山県 環境文化部 脱炭素社会推進課 × 
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2023 年 4 月に、南ヨーロッパのスペイン
やポルトガル、アフリカのモロッコやアル
ジェリアでは、通常の 4 月の気温よりも、
最大で 20℃高い日があった。干ばつや水不足等の問題や、農業への影響
や健康被害が心配される。

参考：World Weather Attribution(https://www.worldweatherattribution.org/extreme-april-heat-in-spain-portugal-morocco-algeria-almost-impossible-without-climate-change/) 

岡山県の真庭地域は、バイオマス(木材や生ごみ等)を活用し、地域資源を無駄にしないまちづくりを進めている。豊富な森林資源を有効に活用した取組み等が注目され、「バイオマスツアー真庭」には、開始以降16年間で延べ約36,000人が参加している。図出典：真庭市バイオマス活用推進計画（真庭市）(https://www.city.maniwa.lg.jp/uploaded/attachment/19294.pdf) 

スペインのバルセロナ市では、学校、図書館、地域施設等が、気候シェルターとして夏と冬に解放されている。これらの施設では、ベンチや椅子があり、無料で水が飲めて快適に過ごすことができる。
図出典：Barcelona City Council（https://www.barcelona.cat/barcelona-pel-clima/en/barcelona-responds/specific-actions/climate-shelters-network）(2023年 8月 1日に利用)

バイオマスの活用推進イメージ図

夏に解放されている気候シェルターの検索結果(214件) 



BeLive
プロジェクト
について

実行委員長

梶谷　俊介（一般社団法人岡山経済同友会 代表幹事）

実行委員

狩野　光伸（国立大学法人岡山大学 副理事 SDGs・ダイバーシティ&インクルージョン担当）

藤木　茂彦（一般社団法人岡山経済同友会 特命理事）

服部　俊也（一般社団法人岡山経済同友会 SDGs推進委員会 委員長）

室　貴由輝（岡山県教育庁 学校教育推進監）

川崎　好美（岡山県総合教育センター 指導主事）

岡山　一郎（株式会社山陽新聞社 論説委員会 論説主幹）

BeLive実行委員会メンバー

実行委員会事務局長

廣野　景治（株式会社ｉプランニング KOHWA 代表取締役社長）

天野　久美（株式会社中国銀行 地方創生SDGs推進部 次長）

池上　夏穂（株式会社中国銀行 地方創生SDGs推進部）

未　来　　（株式会社オーリス）

甲斐　明日香（服部興業株式会社 総務部 主任）

金谷　　彩（岡山トヨタ自動車株式会社 営業統括室 教育・店舗企画グループ）

坂越　生章（株式会社ｉプランニング KOHWA 活性化推進室 室長）

第５回BeLive主旨
　弊会では、今年度も県内の高校生による SDGs や探究活動に関する取組を支援する「第 5 回 BeLive」プロジェク
トの一環として、プレゼンテーションイベントを 2025年 1月に開催する運びとなりました。「第 5回 BeLive」でも、
サブイベントを複数回開催し、高校生と企業が関わり合う機会を設け、ともに SDGs や探究活動に関する課題に挑む
ことをサポートします。
　「第 5 回 BeLive」SDGs 探究交流イベントでは、高校生が SDGs や探究活動を進める為に役立つ、岡山の気候変動
問題についてのゲーム型ワーク及び、企業が行う SDGs の取組、高校生と検討したい自社の SDGs 課題について高校
生、教育関係者と企業の方との意見交換会などを行います。
　高校生の興味関心をさらに掘り下げ、取組の深化へと寄与できるよう、高校生、教育関係者と企業の関わり合う場
を提供いたします。

12：30～13：00　受付

13：00～　開会
　開会挨拶　BeLive実行委員　川崎 好美 氏　
13：10～　「岡山県の気候変動について考える」　ゲーム型ワーク
　岡山県 環境文化部 脱炭素社会推進課　主任　綱島 健二 氏　コメント
　ゲーム型ワーク
　ディスカッション
　発表

タイムスケジュール

岡山県立烏城高等学校 岡山県立倉敷商業高等学校 岡山市立岡山後楽館高等学校

岡山県立岡山工業高等学校 岡山県立西大寺高等学校 国立大学法人岡山大学

岡山県立岡山御津高等学校 岡山県立高梁城南高等学校 山陽学園大学

岡山県立鴨方高等学校 岡山県立津山商業高等学校

参加高校生・教育関係者 参加校一覧（五十音順）

「BeLive」は、高校生の持つ柔軟な発想と、岡山に根差す企業・団体の力を掛け合わせた SDGs の取組・発表を通じ、岡
山の新しい未来を創造するプロジェクトです。今年度もプレゼンテーションイベントまでにサブイベントを複数開催し、
高校生・教員と企業が関わり合う機会を設け、ともに SDGs に関する課題に挑むことをサポートします。

15：05～　企業の取組むSDGsの課題について発表
　取組発表
　グループディスカッション
　グループディスカッション感想/共有
16：30～　フリー交流

16：55～　閉会
　閉会挨拶　BeLive実行委員　室 貴由輝 氏

自動車の販売や点検を通じて、お客様、社員、地域社会の皆様と共に喜び・感動を創造することを目指します。
お客様一人ひとりのカーライフに喜び感動を提供し、同時に社員がその喜び感動を共有することを通して、より
多くのお客様と、生涯を通してベストパートナーとなる事を使命とし、皆様と共に地域を盛り上げていきます。

除菌消臭をする次亜塩素酸水を作る生成装置やそれを活用したシステムを製造販売しています。
感染症、食中毒、悪臭など除菌と消臭が求められるところならどこでも行きます。

弊社はリースとレンタカーを中心に事業展開をしており、HV 車・EV 車・水素自動車を提供する
ことでカーボンニュートラルに貢献しております。

当社は、岡山・広島・香川など瀬戸内エリアを中心に営業するグループ会社です。銀行・リース会
社・証券会社など、計 13 社のグループの総合力を活用し、お客さまの多様なニーズや社会課題に
寄り添い、地域の課題解決や SDGs の達成に取組んでいます。

お客様、社員、地域社会が笑顔になることを
目指して、様々な活動を行っています。全社
員がクールチョイス宣言をし行動しています。
地域を応援する季刊誌の発刊や、店舗を活用
した様々なイベントの開催、カーボンニュー
トラルの実現や交通死亡事故ゼロ社会の実現
に向けた取り組みも行っています。防災にも
力を入れています。

社外的にはすべての人、動物の健康を守りま
す。社内的には男女関わらず働きやすく働き
がいのある職場を目指してます。また、ペー
パーレス化のため、販促物のデータ化に取り
組んでいます。

弊社が提供する商品は、企業で使用する車の
保有台数の最適化や、ハイブリッド車を使用
することで化石燃料の使用削減に貢献します。
また地域の環境整備活動や、社員の健康に寄
与するマラソン大会の参加費の援助、本社敷
地内での献血の実施を支援しております。昨
年は RPA ソフトを導入し、一部事務処理を自
動化しました。

小学生向けの「ちゅうぎん☆キッズドリーミー
スクール」、高校生向けの「エコノミクス甲子
園岡山大会」、また大学生向けの「ちゅうぎん
金融知力講座」など、地域の学生の金融リテ
ラシーを高め、よりよい暮らしを送っていた
だくために金融教育に取組んでいます。

窓口担当： 金谷　彩

窓口担当：小野 朋子

窓口担当：河原 隆史

窓口担当： 池上 夏穂

E-mail： akanadani@okayamatoyota.com

E-mail：ono@hsp-net.co.jp

E-mail：t-kawahara@r-toyota-oka.co.jp

 E-mail：ikegami_kaho@chugin.co.jp

いま、わたしたちにできること

次亜水で健康と快適を創造する

地域社会の持続的な発展に貢献

金融教育

高校生と検討したい自社の SDGs 課題

高校生と検討したい自社の SDGs 課題

高校生と検討したい自社の SDGs 課題

高校生と検討したい自社の SDGs 課題

公共交通課題、移動の自由について

高校生の思う除菌・消臭イメージを
知り、何か一緒にできることを探り
たいです

社内に対する SDGs の意識向上や認
知向上への取り組み

・金融教育への取組み
・環境課題への取組み

B

A

F

E

岡山トヨタ自動車株式会社

株式会社エイチ・エス・ピー

株式会社トヨタレンタリース岡山

株式会社 ちゅうぎんフィナンシャルグループ

弊社は、株式会社として岡山地域の環境保全や労働安全に関する調査分析業、地域の企業が事業活動を行う上
で義務として遵守しなければならない環境や安全の法令を遵守する管理のサポートを行っています。また会社
は、働く場を提供することを念頭に社員が生きがいと働きがもてる職場環境づくりにも力を入れています。

創業文政元年（1818 年）。建築土木資材の販売・施工、産業用燃料の卸売、ガソリンスタンド・
コンビニエンスストア・コインランドリーの運営、車両販売、保険取り扱い、山林業、不動産管理
など様々な分野で岡山の発展に陰ながら貢献しています。

弊社の場合、企業の社会的責任を果たしてい
く基本として、地域の、経済発展・雇用創出・
環境保全の実現を継続的に実践しています。
出来ることからコツコツと活動しています。

森林の持つ CO2 吸収や災害を防ぐ等の様々
な働きを発揮させるために「伐って、使って、
植えて、育てる」サイクルは重要です。当社
では木材を伐出するだけでなく、カキ筏用材
生産という木材の地産地消や新たな活用、植
林や環境教育など森林の新たな価値創造と環
境への貢献に取組んでいます。岡山大学と連
携したDXも推進中。
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SDGs の取組内容
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窓口担当：  甲斐 明日香
E-mail：  a-kai@hattori-k.co.jpCSR( 企業の社会的責任 ) 森林資源を活用した地域の活性化高校生と検討したい自社の SDGs 課題 高校生と検討したい自社の SDGs 課題

岡山の地域の未来はどんな景色、ど
んな環境になっているのか？、どん
な景色、どんな環境にしていきたい
のか？から一緒になって創造してみ
たいです。それから問題課題に繋が
れば幸いです

木材に触れながら新たな木材や森林
資源の活用について話し合いましょ
う。自然のこういったところが好き、
や、自然の中でこういうことがした
い、などどんな意見も大歓迎です

C G株式会社サンキョウ－エンビックス 服部興業株式会社

山陽新聞社は、岡山エリアの基幹メディアとして、1879（明治 12）年に創刊しました。基本理念は「地
域とともに」。岡山県内と広島県東部で新聞をお届けしているほか、近年はデジタルメディアによる情報発
信を強化。さらにイベント開催や教育関連事業などを通じて、さまざまな角度から地域に貢献しています。

藤クリーンはコンケン、コンケン不動産の 3 社のコンケングループで産業廃棄物の収集運搬・中間処理・最
終処分、プラスチック資源の中間処理を主な事業として行っています。建設・解体のコンケン、リサイクル
の藤クリーン、不動産売買のコンケン不動産と資源循環に貢献し、環境教育にも積極的に取組んでいます。

主に高校生の利用を想定した学習支援サイト
「キミスタ」を開発し、今年４月から岡山県内
の公私立高校向けに試用版を提供しています。
現在約 30 校の利用申し込みをいただいてお
り、各校で地域課題に関する情報収集、ニュー
スを素材にした教材づくり、小論文対策、進
路指導などにご活用いただいています。

建物を建設時、解体時に発生する廃棄物をリ
サイクル・リサイクルをしている現場やリサ
イクル品を活用したビオトープを見て、環境
について考える教育・地域清掃活動・災害時
の対策 (避難場所・災害廃棄物の撤去・運搬 )。

窓口担当： 馬場 信彰窓口担当： 築地 孝典
E-mail：  kimisuta@sanyonews.jpE-mail： t-tsukizi@kk-fuji-clean.jp 高校生のための学習支援サイト「キミスタ」環境価値創造企業 高校生と検討したい自社の SDGs 課題高校生と検討したい自社の SDGs 課題

教科学習や総合的な探究の時間、進路選
択などの場面で、どういった情報を求め
ているのでしょうか。また、その情報は
どういった手段で得ているのでしょう
か。さらに、効果的、効率的な情報収集
を進めるためのメディア活用の在り方
や、地元紙に期待することなどについて
意見交換したいと考えています

持続可能な環境教育、リサイクル品
が生き物に与える影響、SDGs を知
らない高校生

HD 株式会社山陽新聞社藤クリーン株式会社
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第５回BeLive主旨
　弊会では、今年度も県内の高校生による SDGs や探究活動に関する取組を支援する「第 5 回 BeLive」プロジェク
トの一環として、プレゼンテーションイベントを 2025年 1月に開催する運びとなりました。「第 5回 BeLive」でも、
サブイベントを複数回開催し、高校生と企業が関わり合う機会を設け、ともに SDGs や探究活動に関する課題に挑む
ことをサポートします。
　「第 5 回 BeLive」SDGs 探究交流イベントでは、高校生が SDGs や探究活動を進める為に役立つ、岡山の気候変動
問題についてのゲーム型ワーク及び、企業が行う SDGs の取組、高校生と検討したい自社の SDGs 課題について高校
生、教育関係者と企業の方との意見交換会などを行います。
　高校生の興味関心をさらに掘り下げ、取組の深化へと寄与できるよう、高校生、教育関係者と企業の関わり合う場
を提供いたします。

12：30～13：00　受付

13：00～　開会
　開会挨拶　BeLive実行委員　川崎 好美 氏　
13：10～　「岡山県の気候変動について考える」　ゲーム型ワーク
　岡山県 環境文化部 脱炭素社会推進課　主任　綱島 健二 氏　コメント
　ゲーム型ワーク
　ディスカッション
　発表

タイムスケジュール

岡山県立烏城高等学校 岡山県立倉敷商業高等学校 岡山市立岡山後楽館高等学校

岡山県立岡山工業高等学校 岡山県立西大寺高等学校 国立大学法人岡山大学

岡山県立岡山御津高等学校 岡山県立高梁城南高等学校 山陽学園大学

岡山県立鴨方高等学校 岡山県立津山商業高等学校

参加高校生・教育関係者 参加校一覧（五十音順）

「BeLive」は、高校生の持つ柔軟な発想と、岡山に根差す企業・団体の力を掛け合わせた SDGs の取組・発表を通じ、岡
山の新しい未来を創造するプロジェクトです。今年度もプレゼンテーションイベントまでにサブイベントを複数開催し、
高校生・教員と企業が関わり合う機会を設け、ともに SDGs に関する課題に挑むことをサポートします。

15：05～　企業の取組むSDGsの課題について発表
　取組発表
　グループディスカッション
　グループディスカッション感想/共有
16：30～　フリー交流

16：55～　閉会
　閉会挨拶　BeLive実行委員　室 貴由輝 氏

自動車の販売や点検を通じて、お客様、社員、地域社会の皆様と共に喜び・感動を創造することを目指します。
お客様一人ひとりのカーライフに喜び感動を提供し、同時に社員がその喜び感動を共有することを通して、より
多くのお客様と、生涯を通してベストパートナーとなる事を使命とし、皆様と共に地域を盛り上げていきます。

除菌消臭をする次亜塩素酸水を作る生成装置やそれを活用したシステムを製造販売しています。
感染症、食中毒、悪臭など除菌と消臭が求められるところならどこでも行きます。

弊社はリースとレンタカーを中心に事業展開をしており、HV 車・EV 車・水素自動車を提供する
ことでカーボンニュートラルに貢献しております。

当社は、岡山・広島・香川など瀬戸内エリアを中心に営業するグループ会社です。銀行・リース会
社・証券会社など、計 13 社のグループの総合力を活用し、お客さまの多様なニーズや社会課題に
寄り添い、地域の課題解決や SDGs の達成に取組んでいます。

お客様、社員、地域社会が笑顔になることを
目指して、様々な活動を行っています。全社
員がクールチョイス宣言をし行動しています。
地域を応援する季刊誌の発刊や、店舗を活用
した様々なイベントの開催、カーボンニュー
トラルの実現や交通死亡事故ゼロ社会の実現
に向けた取り組みも行っています。防災にも
力を入れています。

社外的にはすべての人、動物の健康を守りま
す。社内的には男女関わらず働きやすく働き
がいのある職場を目指してます。また、ペー
パーレス化のため、販促物のデータ化に取り
組んでいます。

弊社が提供する商品は、企業で使用する車の
保有台数の最適化や、ハイブリッド車を使用
することで化石燃料の使用削減に貢献します。
また地域の環境整備活動や、社員の健康に寄
与するマラソン大会の参加費の援助、本社敷
地内での献血の実施を支援しております。昨
年は RPA ソフトを導入し、一部事務処理を自
動化しました。

小学生向けの「ちゅうぎん☆キッズドリーミー
スクール」、高校生向けの「エコノミクス甲子
園岡山大会」、また大学生向けの「ちゅうぎん
金融知力講座」など、地域の学生の金融リテ
ラシーを高め、よりよい暮らしを送っていた
だくために金融教育に取組んでいます。

窓口担当： 金谷　彩

窓口担当：小野 朋子

窓口担当：河原 隆史

窓口担当： 池上 夏穂

E-mail： akanadani@okayamatoyota.com

E-mail：ono@hsp-net.co.jp

E-mail：t-kawahara@r-toyota-oka.co.jp

 E-mail：ikegami_kaho@chugin.co.jp

いま、わたしたちにできること

次亜水で健康と快適を創造する

地域社会の持続的な発展に貢献
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公共交通課題、移動の自由について

高校生の思う除菌・消臭イメージを
知り、何か一緒にできることを探り
たいです

社内に対する SDGs の意識向上や認
知向上への取り組み

・金融教育への取組み
・環境課題への取組み
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金谷　　彩（岡山トヨタ自動車株式会社 営業統括室 教育・店舗企画グループ）

坂越　生章（株式会社ｉプランニング KOHWA 活性化推進室 室長）

第５回BeLive主旨
　弊会では、今年度も県内の高校生による SDGs や探究活動に関する取組を支援する「第 5 回 BeLive」プロジェク
トの一環として、プレゼンテーションイベントを 2025年 1月に開催する運びとなりました。「第 5回 BeLive」でも、
サブイベントを複数回開催し、高校生と企業が関わり合う機会を設け、ともに SDGs や探究活動に関する課題に挑む
ことをサポートします。
　「第 5 回 BeLive」SDGs 探究交流イベントでは、高校生が SDGs や探究活動を進める為に役立つ、岡山の気候変動
問題についてのゲーム型ワーク及び、企業が行う SDGs の取組、高校生と検討したい自社の SDGs 課題について高校
生、教育関係者と企業の方との意見交換会などを行います。
　高校生の興味関心をさらに掘り下げ、取組の深化へと寄与できるよう、高校生、教育関係者と企業の関わり合う場
を提供いたします。

12：30～13：00　受付

13：00～　開会
　開会挨拶　BeLive実行委員　川崎 好美 氏　
13：10～　「岡山県の気候変動について考える」　ゲーム型ワーク
　岡山県 環境文化部 脱炭素社会推進課　主任　綱島 健二 氏　コメント
　ゲーム型ワーク
　ディスカッション
　発表

タイムスケジュール

岡山県立烏城高等学校 岡山県立倉敷商業高等学校 岡山市立岡山後楽館高等学校

岡山県立岡山工業高等学校 岡山県立西大寺高等学校 国立大学法人岡山大学

岡山県立岡山御津高等学校 岡山県立高梁城南高等学校 山陽学園大学

岡山県立鴨方高等学校 岡山県立津山商業高等学校

参加高校生・教育関係者 参加校一覧（五十音順）

「BeLive」は、高校生の持つ柔軟な発想と、岡山に根差す企業・団体の力を掛け合わせた SDGs の取組・発表を通じ、岡
山の新しい未来を創造するプロジェクトです。今年度もプレゼンテーションイベントまでにサブイベントを複数開催し、
高校生・教員と企業が関わり合う機会を設け、ともに SDGs に関する課題に挑むことをサポートします。

15：05～　企業の取組むSDGsの課題について発表
　取組発表
　グループディスカッション
　グループディスカッション感想/共有
16：30～　フリー交流

16：55～　閉会
　閉会挨拶　BeLive実行委員　室 貴由輝 氏

自動車の販売や点検を通じて、お客様、社員、地域社会の皆様と共に喜び・感動を創造することを目指します。
お客様一人ひとりのカーライフに喜び感動を提供し、同時に社員がその喜び感動を共有することを通して、より
多くのお客様と、生涯を通してベストパートナーとなる事を使命とし、皆様と共に地域を盛り上げていきます。

除菌消臭をする次亜塩素酸水を作る生成装置やそれを活用したシステムを製造販売しています。
感染症、食中毒、悪臭など除菌と消臭が求められるところならどこでも行きます。

弊社はリースとレンタカーを中心に事業展開をしており、HV 車・EV 車・水素自動車を提供する
ことでカーボンニュートラルに貢献しております。

当社は、岡山・広島・香川など瀬戸内エリアを中心に営業するグループ会社です。銀行・リース会
社・証券会社など、計 13 社のグループの総合力を活用し、お客さまの多様なニーズや社会課題に
寄り添い、地域の課題解決や SDGs の達成に取組んでいます。

お客様、社員、地域社会が笑顔になることを
目指して、様々な活動を行っています。全社
員がクールチョイス宣言をし行動しています。
地域を応援する季刊誌の発刊や、店舗を活用
した様々なイベントの開催、カーボンニュー
トラルの実現や交通死亡事故ゼロ社会の実現
に向けた取り組みも行っています。防災にも
力を入れています。

社外的にはすべての人、動物の健康を守りま
す。社内的には男女関わらず働きやすく働き
がいのある職場を目指してます。また、ペー
パーレス化のため、販促物のデータ化に取り
組んでいます。

弊社が提供する商品は、企業で使用する車の
保有台数の最適化や、ハイブリッド車を使用
することで化石燃料の使用削減に貢献します。
また地域の環境整備活動や、社員の健康に寄
与するマラソン大会の参加費の援助、本社敷
地内での献血の実施を支援しております。昨
年は RPA ソフトを導入し、一部事務処理を自
動化しました。

小学生向けの「ちゅうぎん☆キッズドリーミー
スクール」、高校生向けの「エコノミクス甲子
園岡山大会」、また大学生向けの「ちゅうぎん
金融知力講座」など、地域の学生の金融リテ
ラシーを高め、よりよい暮らしを送っていた
だくために金融教育に取組んでいます。

窓口担当： 金谷　彩

窓口担当：小野 朋子

窓口担当：河原 隆史

窓口担当： 池上 夏穂

E-mail： akanadani@okayamatoyota.com

E-mail：ono@hsp-net.co.jp

E-mail：t-kawahara@r-toyota-oka.co.jp

 E-mail：ikegami_kaho@chugin.co.jp

いま、わたしたちにできること

次亜水で健康と快適を創造する

地域社会の持続的な発展に貢献

金融教育

高校生と検討したい自社の SDGs 課題

高校生と検討したい自社の SDGs 課題

高校生と検討したい自社の SDGs 課題

高校生と検討したい自社の SDGs 課題

公共交通課題、移動の自由について

高校生の思う除菌・消臭イメージを
知り、何か一緒にできることを探り
たいです

社内に対する SDGs の意識向上や認
知向上への取り組み

・金融教育への取組み
・環境課題への取組み

B

A

F

E

岡山トヨタ自動車株式会社

株式会社エイチ・エス・ピー

株式会社トヨタレンタリース岡山

株式会社 ちゅうぎんフィナンシャルグループ

弊社は、株式会社として岡山地域の環境保全や労働安全に関する調査分析業、地域の企業が事業活動を行う上
で義務として遵守しなければならない環境や安全の法令を遵守する管理のサポートを行っています。また会社
は、働く場を提供することを念頭に社員が生きがいと働きがもてる職場環境づくりにも力を入れています。

創業文政元年（1818 年）。建築土木資材の販売・施工、産業用燃料の卸売、ガソリンスタンド・
コンビニエンスストア・コインランドリーの運営、車両販売、保険取り扱い、山林業、不動産管理
など様々な分野で岡山の発展に陰ながら貢献しています。

弊社の場合、企業の社会的責任を果たしてい
く基本として、地域の、経済発展・雇用創出・
環境保全の実現を継続的に実践しています。
出来ることからコツコツと活動しています。

森林の持つ CO2 吸収や災害を防ぐ等の様々
な働きを発揮させるために「伐って、使って、
植えて、育てる」サイクルは重要です。当社
では木材を伐出するだけでなく、カキ筏用材
生産という木材の地産地消や新たな活用、植
林や環境教育など森林の新たな価値創造と環
境への貢献に取組んでいます。岡山大学と連
携したDXも推進中。

SDGs の取組内容SDGs の取組内容

SDGs の取組内容

SDGs の取組内容

SDGs の取組内容

SDGs の取組内容

SDGs の取組内容SDGs の取組内容

窓口担当：  甲斐 明日香
E-mail：  a-kai@hattori-k.co.jpCSR( 企業の社会的責任 ) 森林資源を活用した地域の活性化高校生と検討したい自社の SDGs 課題 高校生と検討したい自社の SDGs 課題

岡山の地域の未来はどんな景色、ど
んな環境になっているのか？、どん
な景色、どんな環境にしていきたい
のか？から一緒になって創造してみ
たいです。それから問題課題に繋が
れば幸いです

木材に触れながら新たな木材や森林
資源の活用について話し合いましょ
う。自然のこういったところが好き、
や、自然の中でこういうことがした
い、などどんな意見も大歓迎です

C G株式会社サンキョウ－エンビックス 服部興業株式会社

山陽新聞社は、岡山エリアの基幹メディアとして、1879（明治 12）年に創刊しました。基本理念は「地
域とともに」。岡山県内と広島県東部で新聞をお届けしているほか、近年はデジタルメディアによる情報発
信を強化。さらにイベント開催や教育関連事業などを通じて、さまざまな角度から地域に貢献しています。

藤クリーンはコンケン、コンケン不動産の 3 社のコンケングループで産業廃棄物の収集運搬・中間処理・最
終処分、プラスチック資源の中間処理を主な事業として行っています。建設・解体のコンケン、リサイクル
の藤クリーン、不動産売買のコンケン不動産と資源循環に貢献し、環境教育にも積極的に取組んでいます。

主に高校生の利用を想定した学習支援サイト
「キミスタ」を開発し、今年４月から岡山県内
の公私立高校向けに試用版を提供しています。
現在約 30 校の利用申し込みをいただいてお
り、各校で地域課題に関する情報収集、ニュー
スを素材にした教材づくり、小論文対策、進
路指導などにご活用いただいています。

建物を建設時、解体時に発生する廃棄物をリ
サイクル・リサイクルをしている現場やリサ
イクル品を活用したビオトープを見て、環境
について考える教育・地域清掃活動・災害時
の対策 (避難場所・災害廃棄物の撤去・運搬 )。

窓口担当： 馬場 信彰窓口担当： 築地 孝典
E-mail：  kimisuta@sanyonews.jpE-mail： t-tsukizi@kk-fuji-clean.jp 高校生のための学習支援サイト「キミスタ」環境価値創造企業 高校生と検討したい自社の SDGs 課題高校生と検討したい自社の SDGs 課題

教科学習や総合的な探究の時間、進路選
択などの場面で、どういった情報を求め
ているのでしょうか。また、その情報は
どういった手段で得ているのでしょう
か。さらに、効果的、効率的な情報収集
を進めるためのメディア活用の在り方
や、地元紙に期待することなどについて
意見交換したいと考えています

持続可能な環境教育、リサイクル品
が生き物に与える影響、SDGs を知
らない高校生

HD 株式会社山陽新聞社藤クリーン株式会社

発表企業一覧
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企業
SDGs

企業課題
アイデア

課題解決

イベント
内 容

企業や行政の課題について
高校生と一緒に考える
（対象：高校生、高校教員、企業・団体担当者）

WEBサイトInstagramFacebook

第５回

SDGs 探究 
交流イベント
企業課題から学ぶ
リアル探究活動！！

　９/28土
13:00 - 17:00（予定）

会場

２
０
２
４

ちゅうぎん岡山駅前ビル
４階会議室

（岡山市北区本町2 -5）

・ 企業の取組むSDGsの活動が
わかる。

・ 行政の取組について学ぶこ　　
とができる。

・ 岡山県の環境問題について知
ることができる。

・ 自社の取組についてアイディ
アをもらえる。

・ 高校生の柔軟な発想を知るこ
とができる。

・ 岡山県の環境問題について知
ることができる。

高
校

企
業

岡山県の気候変動について考える（ゲーム型ワーク・ディスカッション）

フリー交流（参加者同士で自由に交流して頂けます）

企業の取組むSDGsの課題について発表
高校生と教育関係者が、企業が抱えるSDGsの課題を考える

wc
受付
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岡山県版気候変動のミステリーの目的

ゲームワークの特徴

ゲームの進め方

　気候変動は、農作物被害や熱中症等の健康被害の増加等様々な影響をもたらしています。
　気候変動を抑えるため、その要因である二酸化炭素 (CO2) をはじめとする温室効果
ガスを減らす「緩和策」と、既に起こっている、または起こりつつある 気候変動の影
響にどのように対応していくかを考え、実行に移すための「適応策」を併せて進めて
いくことが重要です。
　気候変動の深刻化とともに世界、日本、そして岡山県で実際に起きていること、こ
れから起きる可能性があることについて学び、気候変動が自分たちの身近な問題であ
ることを認識することが、重要となっています。
　「岡山県版気候変動のミステリー」は、これらのことをゲーム感覚で楽しく学ぶこと
を目的に開発した教材であり、参加者が以下の 4 つを習得できることを目指していま
す。

１）気候変動の複雑な要因を理解し、それぞれの関係性を理解できるようになる。
２） 気候変動の緩和策や適応策にはどのようなものがあるのか、世界や日本の事例を基に学ぶ。
３）既に起こっている気候変動の影響や、その対策 ( 緩和策や適応策 ) を理解する。
４） 気候変動に関連する岡山県でのさまざまな事象を知ることによって、気候変動の問題を身近なものとして捉える。 

　ゲームワークでは、参加者同士が既に持っている知識や情報を生かし、協力しながら物事の複雑な事実関係を把握し、その構
造化を行う ( システム思考の開発 ) ことを目指しています。
　ミステリーカードを並べる共同作業の中で、能動性、コミュニケーション能力、説得力等が必要とされるため、伝達する力や、
議論の能力の強化、批判的に考える思考、問題解決の力が身につく等の効果も期待できます。

発行：岡山県 環境文化部新エネルギー・温暖化対策室            岡山県 環境文化部 脱炭素社会推進課 × 
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日本全体でブリの漁獲量が

増加しており、特に北海道、

東北海域で増加が目立って

いる。

海水温の上昇がブリの増加

の理由の一つとして考えら

れている。

図出典：北海道におけるブリ漁獲量の推移(農林水産省) (https
://www.j

fa.maff.
go.jp/j/

kikaku/w
paper/r0

2_h/tren
d/1/t1_3

_5.html)
  

平成 30 年７月豪雨では、西日本を

中心に全国的に広い範囲で記録的

な大雨が降り、河川の氾濫や浸水

害、土砂災害等が発生した。

豪雨の原因の一つに、線状降水帯の

発生が挙げられる。

参考:平成 30年７月豪雨の局地的な特徴（気象庁気象研究所）(https://ww
w.mri-jm

a.go.jp/
Topics/H

30/30111
0/02-2.p

df)  

図出典：気候変動適応情報プラットフォーム

岡山県倉敷市の児島地区は、国

産デニム発祥の地として知ら

れている。

倉敷市には、長く着られて、リ

サイクルしやすいデザインの

デニムの販売や、デニム製品を

回収して、新たな製品を作る取

組みを行っている企業がある。

写真提供：岡山県観光連盟

北海道におけるブリ漁獲量の推移

第５回 プレゼンテーションイベントのご案内
日　　時　：　2025年１月25日(土) 10：00～17：00（予定）
場　　所　：　おかやま未来ホール
　　　　　　　（岡山市北区下石井１丁目２－１ イオンモール岡山５F）
内　　容　：　高校生によるSDGsに関する取組のプレゼンテーション・表彰など
参加申込　：　募集中～2024年12月９日（月）（予定）（先着順、20チーム程度）
  　→ 詳細については、webサイトに随時掲載いたします。

プレゼンテーションイベントへの参加チームを募
集中です。
参加をご希望のチームの方は、
webサイト「イベント参加につ
いて」プレゼンテーションイベン
トよりお申込ください。

弊会では、高校生・高校教員と企業が関わり合う
機会を設け、ともにSDGsに関する課題に挑むこ
とをサポートし、取組の深化へと
伴走していきます。
事業の趣旨をご理解いただきまし
て、ご協賛を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます

イベント参加について

会場内でのお願い
●  マスクの着用については任意です。手指消毒等の基本的な

感染対策をお願いいたします。
●  ４階会議室以外のフロアへの立ち入りはご遠慮ください。
●  お手洗いは会場を出て右手奥にございます。

第５回BeLive SDGs探究交流イベント会場配置図

●  自販機がございませんので、飲み物が必要な方は、建物を出
て左手のコンビニをご利用ください。

●  会場内では、携帯電話をマナーモードにしていただきますよ
うお願いいたします。

本日参加いただいた企業様以外にも、県内のSDGsに
取組む企業様がたくさん掲載されています。
探究活動にぜひ活用してください。

https://okadoyu.jp/wp2018/wp-content/uploads/2021/03/SDGs-Maplow.pdf
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おかやまの未来を、一緒に考えよう。
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協賛のご案内

本日はご参加ありがとうございま
した。今後のイベント運営の参考
にしますので、右記のQRコードよ
りアンケートにご協力ください。

高校生が取組んでいる探究活動のまとめを企業・
教育関係者の皆様にアドバイスいただけます。

日程：2024年11月16日（土）
場所：未定
対象：高校生、教育関係者、企業担当者
内容：活動の総仕上げ

参加者アンケート第５回BeLive 探究活動ブラッシュアップイベント（予定）

学習内容 参加者の活動 留意事項
ミステリーに 
ついて 4 人の班に分かれる。 ４～５人のグループで行う。

ミステリーの
体験

3 つの異なる話を注意深く聞き、
その後に語られる質問を解決する
ために、ミステリーカードを並べ
替える。

・ ミステリーをどのようにして解くのか、カードを使って考えてもらう。
・ 線形にカードを並べている班があれば、より複雑に考えるように促す。
・似た者同士のグループ分けをするものではないことを伝える。

ミステリーの
結果発表

 ・ 並び替えたミステリーのカード
を見せながら、 結果発表 「なぜ
このように並べたのか」を論理
的に説明する。

・他班の発表を聞く。

・カードの並べ方は 1 つではないことを理解させることが重要。

振り返り 指導者の説明を聞く。 ミニワー
ク等を行う場合は発表する。

・ 参加者が明らかに間違った解釈で並べている場合は、補足説明を行う。
・ 参加者に、気候変動の問題を一言でまとめさせるミニワークも可能。

発行：岡山県 環境文化部新エネルギー・温暖化対策室            岡山県 環境文化部 脱炭素社会推進課 × 
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2023 年 4 月に、南ヨーロッパのスペイン
やポルトガル、アフリカのモロッコやアル
ジェリアでは、通常の 4 月の気温よりも、
最大で 20℃高い日があった。干ばつや水不足等の問題や、農業への影響
や健康被害が心配される。

参考：World Weather Attribution(https://www.worldweatherattribution.org/extreme-april-heat-in-spain-portugal-morocco-algeria-almost-impossible-without-climate-change/) 

岡山県の真庭地域は、バイオマス(木材や生ごみ等)を活用し、地域資源を無駄にしないまちづくりを進めている。豊富な森林資源を有効に活用した取組み等が注目され、「バイオマスツアー真庭」には、開始以降16年間で延べ約36,000人が参加している。図出典：真庭市バイオマス活用推進計画（真庭市）(https://www.city.maniwa.lg.jp/uploaded/attachment/19294.pdf) 

スペインのバルセロナ市では、学校、図書館、地域施設等が、気候シェルターとして夏と冬に解放されている。これらの施設では、ベンチや椅子があり、無料で水が飲めて快適に過ごすことができる。
図出典：Barcelona City Council（https://www.barcelona.cat/barcelona-pel-clima/en/barcelona-responds/specific-actions/climate-shelters-network）(2023年 8月 1日に利用)

バイオマスの活用推進イメージ図

夏に解放されている気候シェルターの検索結果(214件) 
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企業課題
アイデア

課題解決

イベント
内 容

企業や行政の課題について
高校生と一緒に考える
（対象：高校生、高校教員、企業・団体担当者）

WEBサイトInstagramFacebook

第５回

SDGs 探究 
交流イベント
企業課題から学ぶ
リアル探究活動！！

　９/28土
13:00 - 17:00（予定）

会場

２
０
２
４

ちゅうぎん岡山駅前ビル
４階会議室

（岡山市北区本町2 -5）

・ 企業の取組むSDGsの活動が
わかる。

・ 行政の取組について学ぶこ　　
とができる。

・ 岡山県の環境問題について知
ることができる。

・ 自社の取組についてアイディ
アをもらえる。

・ 高校生の柔軟な発想を知るこ
とができる。

・ 岡山県の環境問題について知
ることができる。

高
校

企
業

岡山県の気候変動について考える（ゲーム型ワーク・ディスカッション）

フリー交流（参加者同士で自由に交流して頂けます）

企業の取組むSDGsの課題について発表
高校生と教育関係者が、企業が抱えるSDGsの課題を考える
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岡山県版気候変動のミステリーの目的

ゲームワークの特徴

ゲームの進め方

　気候変動は、農作物被害や熱中症等の健康被害の増加等様々な影響をもたらしています。
　気候変動を抑えるため、その要因である二酸化炭素 (CO2) をはじめとする温室効果
ガスを減らす「緩和策」と、既に起こっている、または起こりつつある 気候変動の影
響にどのように対応していくかを考え、実行に移すための「適応策」を併せて進めて
いくことが重要です。
　気候変動の深刻化とともに世界、日本、そして岡山県で実際に起きていること、こ
れから起きる可能性があることについて学び、気候変動が自分たちの身近な問題であ
ることを認識することが、重要となっています。
　「岡山県版気候変動のミステリー」は、これらのことをゲーム感覚で楽しく学ぶこと
を目的に開発した教材であり、参加者が以下の 4 つを習得できることを目指していま
す。

１）気候変動の複雑な要因を理解し、それぞれの関係性を理解できるようになる。
２） 気候変動の緩和策や適応策にはどのようなものがあるのか、世界や日本の事例を基に学ぶ。
３）既に起こっている気候変動の影響や、その対策 ( 緩和策や適応策 ) を理解する。
４） 気候変動に関連する岡山県でのさまざまな事象を知ることによって、気候変動の問題を身近なものとして捉える。 

　ゲームワークでは、参加者同士が既に持っている知識や情報を生かし、協力しながら物事の複雑な事実関係を把握し、その構
造化を行う ( システム思考の開発 ) ことを目指しています。
　ミステリーカードを並べる共同作業の中で、能動性、コミュニケーション能力、説得力等が必要とされるため、伝達する力や、
議論の能力の強化、批判的に考える思考、問題解決の力が身につく等の効果も期待できます。
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日本全体でブリの漁獲量が

増加しており、特に北海道、

東北海域で増加が目立って

いる。

海水温の上昇がブリの増加

の理由の一つとして考えら

れている。

図出典：北海道におけるブリ漁獲量の推移(農林水産省) (https
://www.j

fa.maff.
go.jp/j/

kikaku/w
paper/r0

2_h/tren
d/1/t1_3

_5.html)
  

平成 30 年７月豪雨では、西日本を

中心に全国的に広い範囲で記録的

な大雨が降り、河川の氾濫や浸水

害、土砂災害等が発生した。

豪雨の原因の一つに、線状降水帯の

発生が挙げられる。

参考:平成 30年７月豪雨の局地的な特徴（気象庁気象研究所）(https://ww
w.mri-jm

a.go.jp/
Topics/H

30/30111
0/02-2.p

df)  

図出典：気候変動適応情報プラットフォーム

岡山県倉敷市の児島地区は、国

産デニム発祥の地として知ら

れている。

倉敷市には、長く着られて、リ

サイクルしやすいデザインの

デニムの販売や、デニム製品を

回収して、新たな製品を作る取

組みを行っている企業がある。

写真提供：岡山県観光連盟

北海道におけるブリ漁獲量の推移

第５回 プレゼンテーションイベントのご案内
日　　時　：　2025年１月25日(土) 10：00～17：00（予定）
場　　所　：　おかやま未来ホール
　　　　　　　（岡山市北区下石井１丁目２－１ イオンモール岡山５F）
内　　容　：　高校生によるSDGsに関する取組のプレゼンテーション・表彰など
参加申込　：　募集中～2024年12月９日（月）（予定）（先着順、20チーム程度）
  　→ 詳細については、webサイトに随時掲載いたします。

プレゼンテーションイベントへの参加チームを募
集中です。
参加をご希望のチームの方は、
webサイト「イベント参加につ
いて」プレゼンテーションイベン
トよりお申込ください。

弊会では、高校生・高校教員と企業が関わり合う
機会を設け、ともにSDGsに関する課題に挑むこ
とをサポートし、取組の深化へと
伴走していきます。
事業の趣旨をご理解いただきまし
て、ご協賛を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます

イベント参加について

会場内でのお願い
●  マスクの着用については任意です。手指消毒等の基本的な

感染対策をお願いいたします。
●  ４階会議室以外のフロアへの立ち入りはご遠慮ください。
●  お手洗いは会場を出て右手奥にございます。

第５回BeLive SDGs探究交流イベント会場配置図
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